
地球規模の温暖化など気候・環境変動が問題となる

なか，南極・北極はその要の場所となっている．巨大

な氷床の存在，広大な海氷域の広がり，大気や海洋の

大循環を通じて，極域は地球規模変動の要因を生み出

す場所であるとともに，地球規模の様々な変動からの

影響が増幅されて現れる場所でもある．南極・北極は

同じように振る舞うこともあるが，同じ極域でも異

なった応答をすることもある．北極の変化が南極に伝

わったり，そのまた逆も見られたり，両者の関係は極

めて複雑かつ興味が尽きないものである．

このシンポジウムでは，極域が地球規模変動の中で

いかなる役割を果たし得るのか，単に気象学の分野に

とどまらず，広く雪氷学・海洋学・古気候学・生命科

学にまで議論を拡張すべく，以下の講演者に話題提供

を依頼した．

東京大学の佐藤 薫氏には，今般，南極昭和基地に

建設され観測が開始された大型大気レーダー

（PANSY）が取得した初期データやこれからの研究

計画について，北海道大学の青木 茂氏には，極域海

洋変動にまつわる最近の国内外の研究動向について紹

介していただいた．極域生物学の専門家である，極地

研究所の伊村 智氏には，新たな生物環境として国際

的に急速に関心を集めている南極氷床内部及び氷床底

部の生物圏に関する興味をお話しいただいた．また，

極地研究所の川村賢二氏には，南極・北極域の氷床深

層コアの分析に基づいて，数十万年間の気候変動の特

徴と南・北半球の気候の繋がりを議論していただい

た．最後に，東京大学の阿部彩子氏には，IPCC第４

次報告及び第５次報告に関連する成果とともに，気候

予測を行う上での今後の課題にも言及していただい

た．

東京大学の近藤 豊氏が各講演に対する質疑及び総

合討論を通しての司会・進行役となった．最も重点を

置いた事柄は南極域と北極域の繋がり方・関係性であ

り，各講演の中にもできる限り盛り込んでいただくよ

うにした．質疑においては以下の観点で議論を発展さ

せるよう努めた．一つには，講演者或いはそのコミュ

ニティーの現在の研究内容と気候変動との関わりを知

ることである．次に総合討論では，気候変動を理解・

予測する上で解決する必要のある科学的課題を明示

し，そういった未解決の課題がどのように悪い理解・

悪い予測に導いているかを知ろうとした．そして，そ

の解決に向けてどのような観測，測器開発，数値モデ

ル改良が必要か，また研究・観測体制等の問題点（組

織的，社会的問題点を含めて）があればそれも議論の

目的に位置づけた．これについては，例えば，海氷の

生成・融解をより正確に再現する必要があることなど

が示された．総合討論の後半では，地球温暖化に関わ

る研究者及び所属する大学等の組織の態度として，学
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問的追究と社会的意義を混同することなくそれらを両

立させた活動をすべきとの指摘もあった．

各講演者の内容はこの後に順番に掲載されている．

シンポジウム全体として，多面的に議論が展開された

と考えている．このシンポジウムによって多くの方々

が極域研究に対する興味を持っていただけたなら幸い

である．最後に，講演を引き受けてくださった講師の

方々，参加してくださった方々，準備と運営に携わっ

た実行委員の方々と学生諸子に御礼申し上げます．
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